
 

 

鳥取大学ダイバーシティキャンパス推進室便り 2022(令和4)年 2月 5日  

通信 第44号 

●お知らせ - 推進室新愛称、ロゴ等募集結果について- この号の内容 

◆お知らせ 

◆活動報告 

 学生スタッフが大学へ提言を行いまし
た 

◆このひとに聞く 石本 雄真  准教授 

◆お役立ち情報 

 令和４年度研究支援員制度利用者募集 

◆つぶやき 

  不妊治療の保険適用 

 

 

●活動報告   - 学生スタッフが大学へ提言を行いました - 

今年度取り組んできた「生理の問題」について、１２月１４日にダイバーシティキャンパス推進室

の学生スタッフ５名が大学へ提言を行いました。 

 ダイバーシティキャンパス推進室新愛称、ロゴ等募集には、多数の

ご応募をいただきまして、ありがとうございました。 

 分かりやすさ、親しみやすさ、他での使用状況等

をふまえ審査した結果、愛称１件、ロゴ・マーク等

は採用作品は無しとの結果となりました。 

 次号では新しい名称でニュースレターをお届けし

ます。 

コロナ禍で「生理の貧困」がクローズアップされ『もし

男性にも生理があったなら、トイレットペーパーと同様に

生理用品もトイレに置いてあっただろうか』という疑問か

ら、生理の問題に取り組みました。 

manabaで生理に関するアンケートをお願いしたところ、

１週間で３５０を超える回答があり、いかに生理に悩んだ

り、つらい思いをしている女性が多いかうかがえました。 

 大学に取り組んでもらいたいこと【アンケートの結果から】 

①生理用品の配布。 

②生理の相談会や病院への紹介をしてほしい。 

③男性や教職員に生理を知って欲しい。生理に個人差があることを知って欲しい。 

④生理休暇を取りやすく、授業中のトイレを行きやすくしてほしい。 

⑤生理の時休憩できる場所を大学の中に作ってほしい。 

⑥生協ショップで生理用品や鎮痛剤を売ってほしい。 

①、②は以前より保健管理センターで実施されていますが、知られていません。特に昨年度入学の

学生は、入学後しばらく大学へ来られなかったこともり、学内の施設をよく知らないという状況もあ

るようです。 

これらを踏まえ、大学に早急に対応して欲しい課題として学生スタッフがあげ

たのは以下２点です。 

 

1.生理休暇を取りやすく、授業中のトイレを行きやすくしてほしい。 

2.生理用品の配布をして欲しい。  

提言を受け、学びやすさ、働きやすさの実現のため、学生部を中心に、保健管理センター、学生支

援センター、ダイバーシティキャンパス推進室で意見交換を行っております。 



  

 
 

 
 
★このひとに聞く   石本 雄真 さん 教員養成センター  准教授 

〒６８０-８５５０  

鳥取市湖山町南４丁目１０１ 

ダイバーシティキャンパス推進室（地域学部棟４階） 

T E L: ０８５７-３１-５７６９ または 内線２１６６ 

F A X: ０８５７-３１-５７９７ 

Email: diversity@ml.adm.tottori-u.ac.jp 

H   P: https://www.tottori-u.ac.jp/5683.htm  
 

室長：細井 由彦 理事  

専任コーディネーター：長谷 順子 (キャリアコンサルタント) 

ご要望・ご相談などは、下記までお寄せください 

 教員養成センターの石本雄真です。学内では教員免許取得を希望する学生のサポートをしてお

り、学外ではスクールカウンセラー等もしております。 

★お役立ち情報 -令和４年度研究支援員制度利用者募集- 

 
 
★つぶやき   ～不妊治療の保険適用～ 

 令和４年度(２０２２年度)から不妊治療への保険適用が実施され、不妊治療に係る経済的負担の軽減

が図られます。不妊治療は、多くはタイミング法、排卵誘発法などが行われた後、人口授精や体外受精

などへ進みます。毎日の検温や注射、手術など、身体への負担はもちろん、勤務との調整もあり精神的

にも厳しい状態におかれます。なかなか休む理由も伝えられず、職場の理解を得られない方も多いと思

います。どうか、産みたいと思う方にとって産みやすい環境となりますように。 

 今年度から第２子の娘が保育園に通い始めたのですが、４、５月は（想

定通りではあるものの）たくさんの病気にかかり、３割近く保育園を休む

という状況でした…。夫婦ともに県外出身で両親や知人の助けを得にくい

私たちにとってはなかなかハードな時期でした。心理学を専門としていて

保護者の相談に応じたりする機会の多い私たちであっても（妻もスクール

カウンセラーです）やっぱり子育ては夫婦だけではできないものです。 

 そんな中で研究支援員の制度を利用させていただいています。娘の対応

等で出勤できなければ支援員さんにも働いてもらえないというところは苦

しいところなのですが、やはり支援員さんの助けはありがたいです。 

 私自身、子育て中の方やその他さまざまな立場の方の助けになるよう、

研究や実践を進めていきたいと思っています。 

 ダイバーシティキャンパス推進室では、子育て・介護等により研究時間を

十分に確保できない研究者を対象として、研究支援員を配置することで、研

究者のキャリアの形成及び継続を支援する「研究支援員制度」を実施してお

り、このたび令和４年度の募集を行ないます。 

 制度の利用を希望される方は、令和４年２月１４日(月)までに必要書類を

ダイバーシティキャンパス推進室に持参、又は学内便等でご提出ください。   

 制度の詳細及び利用手続きはホームページをご確認ください。 

 https://www.tottori-u.ac.jp/5727.htm 


